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平成 28 年度（通算第 17 回）長崎自然共生フォーラム通常総会 

開 催 報 告 

 

 

日時：平成 28 年 7 月 16 日（土）14：55～16：30 

場所：稲佐山観光ホテル（長崎市曙町 40-23、TEL 095-861-4151） 

議長：会長 宮原和明氏 

（長崎総合科学大学名誉教授・NPO 環境カウンセリング協会長崎理事長） 

 

開会に先立ち、事務局長から会員 38 名中、出席者 25 名（うち委任状 10 名）を得

て、総会は成立する旨の確認報告があり、幹事会は省略して議事進行した。 

 

○ 議事録 

＜第 1 号議案＞ 会員状況報告について（蒲原事務局長） 

平成 28 年 7 月 1 日、正会員 38 名。造園学会九州支部長崎大会が平成 27 年 11 月

14 日～15 日に行なわれたため、会長採決で、平成 27 年度会費は徴収しない旨、蒲

原事務局長から報告があった。 

（承認） 

 

＜第 2号議案＞ 平成 27 度事業報告について（川里運営委員） 

造園学会サポートの為、研究会などあまり活動ができなかった旨、川里運営委員

から口頭説明があった。 

（承認） 

 

＜第 3号議案＞ 平成 27 度決算報告について（蒲原事務局長） 

 平成 27 年度収支決算を紙面により口頭説明があった。 

 一般会計 決算額 １５６，１８６円（次期繰越額   １１２，６７５円） 

 特別会計 決算額       ０円（次期繰越額         ０円） 

                          （承認） 

 

＜第 4号議案＞ 平成 27 年度監査報告について（鈴木監事） 

  適正に処理されている旨、鈴木監事から報告があった。 

（承認） 

 

＜第 5号議案＞ 平成 28 年度事業計画（案）について 

1．事業活動について・・・会の趣旨に沿う補助金を得て、他団体とのコラボ活動

を試みる。会員提案事業を公募し、自主的運営を実施する。また、県・市のノ

ーマイカー運動等の市民運動にも協力する。 

2．運営委員会、幹事会について・・・研究会等の機会に開催する。年２回定期的

に開催する。併せて他団体との交流講演会や研究会への参加を助長する。 
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3．研究会活動や交流会について・・・会員の学び場や研鑽を兼ねて、年２～３回

自主研究会及び講演会等を企画し、交流の場をつくる。研究会の講師として、

行政課長等にもお願いし、相互理解と行政、大学、事業所の協働の深化を図る。 

(1) 県自然環境課の政策について 

(2) 長崎市・佐世保市等まちづくりや景観行政などの政策について 

(3) 造園分野、環境・まちづくり行政分野の専門家 

4．会員情報誌のニュースレターの充実と発行に取り組む。 

     （承認） 

 

＜第 6号議案＞ 平成 28 年度予算（案）について 

収 入 会員 30 名として 60,000 円を計上。 

支 出 平成 27 年度 194,183 円に対して、予備費を 80,675 円に減額し、172,675 円。 

繰越金 112,675 円。 

（承認） 

 

＜第 7号議案＞ 役員改選（田雑副事務局長） 

会長指示で副会長が３名となった。大塚真一氏（琴花園）が事務局長に推挙され

た。（要規約８改正） 

（承認） 

 

＜第 8号議案＞ その他（為永副会長） 

造園学会九州支部長崎大会でのエスカーション（平成 27 年 11 月 15 日）が日造協

福岡大会で評判だったとの報告があった。 

（承認） 

 

（会務報告）３ヶ年会費未納者は５名に及び、残念ながら次期佐世保大会を経て、名

簿削除される。 

以上 

 


